
熊谷地方気象台からの情報提供

第８回 荒川水系（埼玉県域）大規模氾濫に関する減災対策協議会
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内閣府『避難情報に関するガイドライン』における記述例

気象庁 地方公共団体防災担当者向け気象防災ワークショップ中小河川洪水災害編 より

【警戒レベル３】高齢者等避難の発令基準の設定例・・・・・（その他の河川等）

１～３のいずれかに該当する場合に、警戒レベル３高齢者等避難を発令することが
考えられる。

１： A 川の B 水位観測所の水位が一定の水位（○○m）に到達し、次の ①～③の
いずれかにより、引き続き水位上昇のおそれがある場合

① B 地点上流の水位観測所の水位が上昇している場合

② A 川の洪水警報の危険度分布で「警戒（赤）」（警戒レベル３相当情報）が出
現した場合。（流域雨量指数の予測値が洪水警報基準に到達する場合 ）

③ B 地点上流で大量又は強い降雨が見込まれる場合（実況雨量や予測雨量に
おいて、累加雨量が○○mm 以上、または時間雨量が○○mm 以上となる場
合）

２： 堤防に軽微な漏水・侵食等が発見された場合

３： 警戒レベル３高齢者等避難の発令が必要となるような強い降雨を伴う台風等が
、夜間から明け方に接近・通過することが予想される場合（夕刻時点で発令）

※ 1 については、河川の状況に応じて①～③のうち、適切な方法を一つまたは複数選択すること

※ 水位を観測していない場合、１の代わりとして、洪水警報の発表に加え、さらに上記の②また
は③を参考に目安とする基準を設定して発令することが考えられる。
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中小河川洪水に関する防災気象情報
活用情報 洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）

極めて
危険
非常に
危険

重大な洪水災害がすでに発生してい
るおそれが高い極めて危険な状況。

河川水位が一定の水位を超えてい
る場合には速やかに避難する。

中小河川洪水警報の危険度分布

河川水位が一定の水位を超えている場合
には避難の準備が整い次第、避難する。
高齢者等は速やかに避難する。

警戒

指定河川洪水予報 大河川太線

3時間先までの予測で表示

洪水警報の危険度分布で「警戒（赤）」（警戒レベル３相当情報）
（流域雨量指数の予測値が洪水警報基準に到達する場合）が出現
したら、高齢者等は速やかに避難。

細線
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中小河川洪水に関する防災気象情報

現在時刻

気象庁ホームページで提供している6時間先までの流域雨量指数
の予測値を確認する。https://www.jma.go.jp/bosai/floodindex/

C 川の域雨量指数が6時間後の 20:00 頃 には警報基準を
上回ることが予測されていることになる。

02 03

時 時

単独 単独 複合 単独 複合 00 00

基準 基準 基準 基準 基準 分 分

B 町 C 川 49.6 45.1 - 22.6 6.4 11.0 11.2

（警報基準） （注意報基準）

市区町村 基準河川

基準Ⅲ
基準Ⅱ 基準Ⅰ 13 14 15 16 17 18 19 20

時 時 時 時 時 時 時 時

00 00 00 00 00 00 00 00

分 分 分 分 分 分 分 分

13.5 13.9 14.5 15.6 18.0 26.5 42.5 54.3
42.2

(1998.09.16)

既往
最大事例

例）

流域雨量指数の変化は、対象の河川での水位の変化によく似たカーブを描く。
したがって流域雨量指数の予測値のカーブを見れば、水位が今後どのように
変化するか、ある程度予測できる。
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中小河川洪水に関する防災気象情報
雨雲の動き

今後の雨

向こう1時間先
まで
5分間隔

向こう15時間先
まで
１時間間隔
（更新間隔は6時間先
までは10分、それ以降
は1時間）

１時間、3時間、
24時間雨量、

数値表示 と切
り替えられる

雷・竜巻発生確
度ナウキャスト

等に切り替えら
れる

強い雨域が河川の上流域
にかかり続けるか確認。
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気象庁ＨＰリニューアル



7気象庁ホームページのリニューアルについて（2/24報道発表資料）より



8お好みのカスタマイズが可能気象庁ホームページのリニューアルについて（2/24報道発表資料）より



お好みのカスタマイズ方法

お好みのカスタマイズが可能

洪水キキクル、気象台からのコメント、早期注意情報、
警報注意報（今後の推移）などが選べます。

画面を閉じる場合にクリック
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ホットライン



避難指示等の発令判断には、ホットラインをご利用下さい

㊟ 気象状況等の問い合わせ先 ホットライン
•熊谷地方気象台（平常時の夜間は気象庁）へ着信、予報官等が解説します。
•警報発表作業等で電話に出られない場合があります。

ホットラインは２４時間、市町村と気象台を結ぶ専用電話です。

避難指示等の判断や防災体
制を検討する際等に、必要
となる気象状況の問い合わ
せにご利用ください

市町村

気象状況とその見通しにつ
いて具体的に解説
警報等の発表・解除の見通
しなどについて解説

気象庁熊谷地方気象台

極めて甚大な災害の発生が
予見される場合等に、厳重
な警戒を呼びかける場合が
あります

避難指示等の防災対策の判
断等に活用

㊟
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ホットラインの運用を円滑に進めるために

避難指示等の責任者（首長）へ気象台長が訪問し、
「顔の見える関係」を構築していきます。
併せて担当者間との防災対策支援など連携も深めます。

台風説明会、防災メール等による支援を行う
ホットラインと併せて、担当者間での連絡も密に行う
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平常時

緊急時


